
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 岸町 小学校 ）     学校番号 ０１４                            【様式】 

目 指 す 学 校 像 
「夢と希望をはぐくむ楽しい学校」〇児童が元気に登校する学校 〇教職員が児童一人ひとりのよさを認め寄り添う学校 

〇保護者・地域が理解をよせる学校 
       

          

重 点 目 標 

１ デジタルとリアルを組み合わせた「探究的な学び」を推進する 
２ 「凡事徹底」と「率先垂範」により、安全で美しい学校環境を整える。 
３ 学校運営協議会を要に、学校・保護者・地域の絆を深める 
４ 日々の授業と研修で、互いに磨きをかける 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月  日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

〈現状〉 

〇全国学力・学習状況調査や市の学習状況調査で

は、各教科共に高い数値を維持している。 

〇学校での学習に加え学校外での学びにより、基

礎学力は定着しており、より発展的な学習を望

む保護者の願いが大きい。 

〈課題〉 

〇全国学調、市学調の分析結果から、問題を日常

の生活に反映させる力や、文章問題で何を問わ

れているかを読み解く読解力に課題がある。 

〇日頃の学習の様子から、学習能力は高いが、学

びへの関心・意欲が少ないことが課題である。 

〇ＩＣＴへの関心が高く、毎日の活用は定着しつ

つあるが、課題発見・課題解決への効果的な活

用には十分に至っていない。 

・課題を生活化

させたり、文

章の読解力を

高めたりする

ことを向上さ

せる学習活動

の工夫改善 

 

①市教委の学力向上カウンセリング研修

を全教員で受講する。指導内容を基に

学習状況調査における児童の回答内容

を教員が分析する。 

②毎回の授業で課題発見や課題解決の場

面を設定するとともに、友達とのか

かわりを通して、他者の多様な考え

に触れたり、自分との違いに気づい

たりして、自分の考えがもてる授業

を展開する。 

①市学習状況調査における国語の読解力

に関わる正答率が、市平均以上となっ

たか。 

 

②体育科・特別活動を中心に、課題発

見・課題解決的な授業を継続すること

で、児童の学習への意欲向上や学力

(体力)向上へと結びつけることができ

たか。(調査資料部の分析) 

 

 

 

  

・学習の流れを

見通したり、

課題と解決策

を明確にした

りするための

タブレットの

効果的な活用 

①さいたま市スマートスクールプロジェ

クト「SSSP」を積極的に活用し、個

別最適な学習や協働的な学習を日々

の授業に取り入れる。 

②全国学力・学習状況調査の振り返りを

児童自身が行い、結果をもとに一人ひ

とりが自身の学習目標を立てる。 

①学校評価「授業が分かりやすい」「学

校におけるタブレット学習」の肯定的

な評価が昨年度を上回ったか。 

 

②全国学調の振り返りを基に、児童一人

ひとりがその後の学習目標を設定し、

達成に向けて努力できたか。 
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〈現状〉 

〇Ｒ５年度学校評価「学校は、楽しい」の肯定的

な回答が、９０％を上回っている。 

〇敷地内に樹木が多く、常に剪定や除伐が必要で

ある。正門脇や中央ロータリー等の花壇は、Ｐ

ＴＡやＳＳＮの協力で美しい環境が維持されて

いる。 

〈課題〉 

〇児童は進んであいさつできるようになってきた

が、気持ちのよいあいさつについては個人差が

見られる。 

〇毎日の清掃活動については、時間が短いので、

効果的な取組を行うための改善が必要である。 

・児童一人ひと

りへの細かい

教育支援・相

談に向けた校

内体制の充実 

 

 

 

①生徒指導委・教育相談委を隔週で行

い、児童の情報共有を綿密に行うと

ともに、協議内容の差別化を図り、

焦点化した協議を行う。 

②さいたまスクールダッシュボード

(SSDB）の実施により、児童個々の情

報を蓄積し細やかな分析を行い適時

に組織的な支援・相談を行う。 

①学校評価「学校は楽しいですか」で、

児童の肯定的評価が 90％以上となっ

たか。 

②学校評価「先生は相談にのってくれま

すか」で、児童・保護者の肯定的評価

が 90％以上となったか。 

 

 

 

 

  

・安全で美しい

学校生活の実

現に向けた環

境美化活動の

充実 

 

①無言清掃の全校実施を定着させるた

め、環境委員会や代表委員会の児童

に改善に向けての話合いを促す。 

②ＳＳＮ、ＰＴＡ等との連携を図り、校

内の環境美化を進める。 

①学校評価「そうじをがんばっています

か」で、児童と教員の肯定的評価が昨

年度を上回ったか。 

②校内の除草・伐採、学校敷地内の緑化

活動により、校地内の美しい環境が維

持されているか。 
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〈現状〉 

〇学校運営協議会の熟議により、児童に「コミュ

ニケーション力、相手を思いやる気持ち」を付

けたい力として共有し、学校・家庭・地域で連

携しあいさつ運動を展開した。 

〇音楽会等の学校行事で YouTube 配信を行い、開

かれた学校づくりの一助となった。 

〈課題〉 

〇学校運営協議会での取組を、児童、教職員、保

護者、地域に周知し、互いが自分事として取組

に参画する必要がある。 

〇学校・家庭・地域の連携によるあいさつ運動に

続く児童の育成に関わる新しいテーマを見つ

け、取り組みたい。 

・目指す児童の

姿を地域で共

有するための

ICT 等を活用

した教育活動

の公開・広報 

①YouTube 配信を継続し、保護者・地域

に取組を広める。 

②本校で発出する文書の電子媒体による

配信を推進する。 

③学校ＨＰに学校運営協議会の取組を紹

介するページを作成したり、学校だよ

り、授業参観・懇談会の校長あいさつ

で、学校運営協議会の取組や児童の活

動の様子を積極的に発信したりする。 

①定期的に YouTube 配信を行い、家庭数

の 50%以上の閲覧数を達成できたか。 

②本校で発出する文書の電子媒体での配

信を８割以上にできたか。 

③学校評価「親子で学校の話をしていま

すか」で、児童、保護者の肯定的評価

が、昨年度より上昇したか。 

 

 

 

 

  

・学校・家庭・

地域が連携し

た目指す児童

に迫る活動の

実施 

 

①白幡中生徒会と連携し「小中合同あい

さつ運動」を定期的に行う。 

②緑道の清掃活動や保護者・自治会合同

の下校時見回り活動等、互いが協働す

る活動を熟議し、新たなテーマを決め

て取り組む。 

①学校評価「あいさつをしていますか」

で、昨年度肯定的評価を上回ったか。 

②今年度の学校運営協議会の熟議で、新

しいテーマや取組の案があがったか。 
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〈現状〉 

〇教員がアクティブ・ラーニング型の授業に取り

組み、授業力の向上に努めている。 

〇一人一台タブレットは、どのクラスもほぼ毎日

活用できるようになっている。 

〇授業を参観し合ったり、分掌の仕事を分担した

りする中で、互いに教育力を高めている。 

〈課題〉 

〇学校課題研究をさらに充実させたい。 

〇公開授業や示範授業を十分に周知し、互いに学

び合える環境にしたい。 

〇若手教員が多く、教材研究や学級経営の仕方に

ついて情報を共有していくことが課題である。 

・学校全体の指

導力向上が業

務改善につな

がる実感が得

られるよう、

教職員一人ひ

とりが力を発

揮し、互いに

磨き合える研

修の実施 

 

①日常的に管理職による授業参観を行う

ことに加え、教員同士が互いに授業を

見合い、アドバイスし合う機会を確保

する。 

②個々の研修履歴を踏まえ、管理職が各

教員のニーズを確認し、各教員が自分

の学びたい内容の研修を選択して参加

する。 

③エバンジェリストを中心にタブレット

の操作や各種ソフトの活用について、

情報共有を定期的に行う。 

①本時の目標に特化したまとめと振り返

りを行う授業を全教員が行っていた

か。 

 

②全国教員研修プラットフォーム（Ｐｌ

ａｎｔ）を活用し、個々の教員がオン

ラインを含めた様々な研修に参加した

か。 

③業務改善に関する教職員の学校評価

で、昨年度の肯定的評価を上回ること

ができたか。 

 

 

 

 

  

 


